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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：ピアノロールの計量的解析によるショパン《ワルツ Op.42》の演奏分析 

 学位申請者 鷲野 彰子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 伊東 信宏 

  副査 大阪大学教授 藤田 治彦 

  副査 大阪大学准教授 輪島 裕介 

                         副査 和歌山大学教授 山名 仁 

【論文内容の要旨】 

 ピアノロールとは、20世紀初頭に演奏を記録・再生する媒体として用いられた装置である。ロ

ールペーパーにパンチした穴が開けられ、各鍵盤が叩かれたタイミング、打鍵の長さ、強さなど

が、記録される。再生する時には、このロールペーパーを再生機構の付いたピアノにセットし、

パンチ穴のデータを主として空気圧による機構に変換しながら演奏させる。録音が発達する以前、

最も精巧に演奏を記録再現できる装置であり、世紀転換期から 1920 年代まで流行した。本論文は、

このピアノロールを対象とする演奏分析だが、とりわけ表題にあるショパンの「ワルツ」Op.42

に着目し、20 世紀初頭に残された９種類のロールを微細に検討し、そこからかつての演奏習慣を

明らかにしようとする研究である。以下、全７章の概要を順に記す。 

 序で、ピアノロールを分析する手法について、以下のような具体的な方法が示される。つまり

まずピアノロールは、スキャナで読み取り、MIDI 変換する。そして Sonic Visualiser というソ

フトウェアを用いて、各音の「入り」のタイミングを検出し、そのデータを用いて、演奏時の速

度変化などについて分析を行う、というものである。続く第１章では、議論の諸前提となる 4 つ

の項目（使用するピアノロールのメーカーと演奏家、作品構造、データの採取方法）について詳

論している。メーカーとしてはピアノロールの３大メーカーと言われたヴェルテ社、アンピコ社、

デュオ・アート社の３社について、その由来や特徴などが論じられる。演奏者としては、C. ベイ

コン、H. バウアー、A. コットロウ、L. ゴドフスキ、J. ホフマン、I. パデレフスキ、M. ロー

ゼンタール、X. シャルベンカ、M.ヴォラヴィが取り上げられる。第２章では、文献等から、18

世紀から 20 世紀にかけての、人々のルバートや非同時的奏法（楽譜上は同時に演奏される音をア

ルペジオ風に崩して奏するやり方）についての意識やその変化が示される。続く第３、４、５章

では、実際の分析結果が示される。第３章では、ピアノロールとサウンド録音双方を残した演奏

家４人（ゴドフスキ、ホフマン、パデレフスキ、ローゼンタール）の演奏を分析し、ピアノロー

ルとサウンド録音双方の資料の関係性について述べる。第４章と第５章では、９本のピアノロー

ルを用いた演奏分析とその結果を示す。まず第４章では、作品全体におけるセクション毎の速度



変化、そしてより小さな単位であるセクション内の速度変化が論じられる。第５章では、非同時

的奏法が、作品のどのような部分で用いられたかについて、その分布と傾向が示される。第６章

では、分析データからその特異性が明らかとなったホフマンの演奏について、その特異性とそれ

を生み出した背景を文献に残された記録から読み解くものである。ホフマンはピアノロールによ

る記録に熱心に取り組み、場合によっては自らパンチ穴の位置を操作して、規則正しいリズムを

作り出すようなことまでしたことが明らかになる。最後に置かれた第７章は、全体のまとめだが、

ここでは９人のデータの分析から浮かび上がった世代間の差、演奏様式の交代などが論じられ、

シャルベンカ、パデレフスキ、ローゼンタールが 19 世紀の様式を伝えているのに対して、ゴドフ

スキ、バウアー、ホフマンらは新しい演奏様式へと踏み出している、と結論づけられる。 

 本文は A4 判 153 頁。加えて参考文献表、演奏データの数値などをまとめた表が 19 頁。その他、

分析対象となった９人の演奏を Midi で再生した音源などを収めた CD-ROM が付されている。

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、ピアノロールについて、その機構の詳細やメーカーの背景など、基本的な情報を整

理した、おそらく日本語では初めての博士論文であり、その点だけでも意義は小さくない。また

学位申請者者は、その分析測定のためのソフトウェアを工学部の研究者と一緒に開発したり、音

源の情報を視覚化したりする作業を、この分野において世界的な拠点となりつつあるスタンフォ

ード大学のスタッフの協力を得て整備した。これらの点でも、本論文は文理融合的、国際的研究

の成果として大きな意味を持っている。

 これまでピアノロールを演奏分析に用いることについては、慎重な意見もあった。つまり、記

録紙は、演奏によって穴の位置を定めた後、編集作業によってリズムの修正が行われたりしてお

り、単純な演奏の記録ではない。本論文は、このような点についても普通の録音との比較を通じ

て十分な検討を行っており、その限界を見極めた上で、分析の手法を確立している。

 審査においては、このような点について高い評価が与えられた一方、今回の博士論文が、検証

可能なところに限定して書かれていて、演奏解釈についてもう少し踏み込んでも良かったのでは

ないかという意見もあった。とりわけ、分析の対象となったショパンのワルツについては、その

構造について、楽曲分析的にはもっと踏み込んだ検討があっても良いし、それは今回の演奏分析

にも実際に影響してくるはずだ、という指摘がなされた。

 また、ここで取り上げられた演奏が、どのような楽譜を前提としていたかという問題について

ももう少し慎重な検討が必要だろう。さらに先行研究の検討を、より本格的に行う必要があるし、

そこからさらに踏みこんで、ピアノロールという装置が、当時の音響文化の中で持っていた意味

についても論じることができる、という指摘もあった。

 これらの問題については、学位申請者自身、よく理解しており、今後の課題は残るものの、そ

の基礎を固める研究として、本論文の重要性は十分に認められる。 

 以上のような点から見て、本論文は、演奏分析の対象としてロールピアノを用いる研究として

重要な成果であり、博士（文学）の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。 


